
5－ 吉原達也先生略歴及び主要業績

吉
原
達
也
先
生
略
歴
及
び
主
要
業
績

〈
略
　
　
歴
〉

昭
和
二
十
六
年
　
六
月
二
十
八
日
　
三
重
県
に
出
生

昭
和
四
十
五
年
　
三
月
　
　
　
　
　
三
重
県
立
津
高
等
学
校
卒
業

昭
和
四
十
五
年
　
四
月
　
　
　
　
　
京
都
大
学
法
学
部
入
学

昭
和
四
十
九
年
　
三
月
　
　
　
　
　
京
都
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
四
十
九
年
　
四
月
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
基
礎
法
学
専
攻
入
学

昭
和
五
十
一
年
　
三
月
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
基
礎
法
学
専
攻
修
了

昭
和
五
十
一
年
　
四
月
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
基
礎
法
学
専
攻
進
学

昭
和
五
十
四
年
　
三
月
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
基
礎
法
学
専
攻
単
位
取
得
退
学

昭
和
五
十
四
年
　
四
月
　
　
　
　
　
文
部
教
官
広
島
大
学
助
教
授
法
学
部
公
法
、
政
経
学
部
併
任
（
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
）

昭
和
五
十
七
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
担
当

昭
和
六
十
一
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
担
当

平
成
　
　
二
年
　
三
月
　
　
　
　
　
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
研
究
の
た
め
イ
タ
リ
ア
に
出
張
（
ペ
ル
ー
ジ
ア
大
学
）

（
〜
平
成
三
年
一
月
ま
で
）

平
成
　
　
二
年
　
四
月
　
　
　
　
　
文
部
教
官
広
島
大
学
教
授
法
学
部
公
法
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平
成
　
　
五
年
十
一
月
　
　
　
　
　
Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
』（
上
・
下
巻
、
白
水
社
刊
）
に
よ
り
、
平
田
公
夫
、
春
山

清
純
と
と
も
に
、
第
三
十
回
日
本
翻
訳
文
化
賞
（
日
本
翻
訳
家
協
会
〈
会
長
佐
藤
亮
一
〉）
受
賞

平
成
　
十
三
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
評
議
員
（
教
務
委
員
会
委
員
長
）（
〜
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
）

平
成
　
十
五
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
評
議
員
（
法
学
部
）（
〜
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
）

平
成
　
十
六
年
　
四
月
　
　
　
　
　
国
立
大
学
法
人
広
島
大
学
教
授
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
（
配
置
換
）、
法
学
部
併
任

平
成
　
十
六
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
法
学
部
長
・
同
評
議
員
（
〜
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
）

平
成
　
十
七
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
法
学
部
長
・
同
評
議
員
（
再
任
）（
〜
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
十
四
年
　
三
月
　
　
　
　
　
国
立
大
学
法
人
広
島
大
学
教
授
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
退
職

平
成
二
十
四
年
　
四
月
　
　
　
　
　
広
島
大
学
名
誉
教
授
。
日
本
大
学
法
学
部
教
授
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7－ 吉原達也先生略歴及び主要業績

主
要
業
績

一
　
訳
　
書

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
論
序
説
・
付
自
叙
伝
』

…
…
…
…
創
樹
社
　
解
説
　
上
山
安
敏
（
平
成
元
年
十
月
二
十
日
刊
）

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年

Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
　
古
代
世
界
の
女
性
支
配
―
そ
の

宗
教
と
法
に
関
す
る
研
究
―
』
上
巻

…
…
…
白
水
社
（
平
田
公
夫
、
春
山
清
純
と
共
訳
、
解
説
　
上
山
安
敏
、

平
成
四
年
二
月
二
十
日
刊
）

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年

Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
論
　
古
代
世
界
の
女
性
支
配
―
そ
の

宗
教
と
法
に
関
す
る
研
究
―
』
下
巻

…
…
…
…
…
白
水
社
（
平
田
公
夫
と
共
訳
、
平
成
五
年
四
月
三
十
日
刊
）

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年

ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ベ
ー
ル
『
死
刑
制
度
の
歴
史
』

…
…
…
白
水
社
（
波
多
野
敏
と
共
訳
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
七
九
六
、
平

成
九
年
十
一
月
十
五
日
刊
）

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年

Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
序
説
』（
解
説
　
上
山
安
敏
）

…
…
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
平
成
十
四
年
五
月
八
日
刊
、
創

樹
社
版
〈
平
成
元
年
刊
十
月
二
十
日
刊
〉
の
改
題
増
補
改
訂
版
）

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年

Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
古
代
墳
墓
象
徴
試
論
』

…
…
…
白
水
社
（
平
田
公
夫
と
共
訳
、
解
説
　
上
山
安
敏
、
平
成
十
六

年
二
月
二
十
九
日
刊
）

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年

ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
・
カ
ル
バ
ス
『
死
刑
制
度
の
歴
史
　
新
版
』

…
…
…
白
水
社
（
波
多
野
敏
と
共
訳
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
九
〇
七
、
平

成
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
刊
）

二
　
編
　
書

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年

『
日
本
ロ
―
マ
法
学
四
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
初
稿
）』

…
…
…
（
春
木
一
郎
博
士
・
原
田
慶
吉
教
授
・
田
中
周
友
博
士
・
船
田

享
二
博
士
）（
吉
原
丈
司
と
共
編
、
平
成
九
年
三
月
二
十
七
日
刊
）

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年

『
日
本
ロ
―
マ
法
学
四
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
初
稿
）〔
改
訂
版
〕』

…
…
…
（
春
木
一
郎
博
士
・
原
田
慶
吉
教
授
・
田
中
周
友
博
士
・
船
田

享
二
博
士
）（
吉
原
丈
司
と
共
編
、
平
成
十
年
三
月
一
日
刊
）

『
上
山
安
敏
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
初
稿
）』

…
…
…
（
平
田
公
夫
・
吉
原
丈
司
・
林
智
良
・
三
氏
と
共
編
、
平
成
十

年
三
月
十
五
日
刊
）
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平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年

『
上
山
安
敏
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
初
稿
）
補
遺
（
初
集
）』

…
…
…
（
平
田
公
夫
・
吉
原
丈
司
・
林
智
良
三
氏
と
の
共
編
、
平
成

十
一
年
七
月
三
十
一
日
刊

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年

『
春
木
一
郎
博
士
・
原
田
慶
吉
教
授
・
田
中
周
友
博
士
・
船
田
享
二
博
士
略

年
譜
・
著
作
目
録
―
日
本
ロ
ー
マ
法
学
四
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
二

訂
版
）
―
ロ
ー
マ
法
・
法
制
史
学
者
著
作
目
録
選
（
第
二
輯
）
―
』

…
…
…
…
…
…
…
…（
吉
原
丈
司
と
共
編
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
刊
）

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年

『
上
山
安
敏
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
新
版
）
―
ロ
ー
マ
法
・
法
制
史

学
者
著
作
目
録
選
（
第
三
輯
）
―
』

…
…
…
（
吉
原
丈
司
・
平
田
公
夫
・
林
智
良
三
氏
と
共
編
、
平
成
十

六
年
一
月
一
日
刊
）

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年

『
上
山
安
敏
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
二
訂
版
）
―
ロ
ー
マ
法
・
法
制
史

学
者
著
作
目
録
選
（
第
六
輯
）
―
』

…
…
…
（
吉
原
丈
司
、
平
田
公
夫
、
林
智
良
三
氏
と
共
編
、
平
成
十
八

年
五
月
十
五
日
刊
）（
付C

D
-R

om

版
。）

『
春
木
一
郎
博
士
・
原
田
慶
吉
教
授
・
田
中
周
友
博
士
・
船
田
享
二
博

士
・
武
藤
智
雄
教
授
略
年
譜
・
著
作
目
録
―
日
本
ロ
ー
マ
法
学
五
先
生
略

年
譜
・
著
作
目
録
（
三
訂
版
）
――
ロ
ー
マ
法
・
法
制
史
学
者
著
作
目
録

選
（
第
七
輯
）
―
』

…（
吉
原
丈
司
と
共
編
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
刊
）（
付C

D
-R

om

版
）

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年

千
賀
鶴
太
郎
博
士
・
戸
水
寛
人
博
士
・
池
辺
義
象
氏
略
年
譜
・
著
作
目
録
―

日
本
ロ
ー
マ
法
学
七
先
生
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
千
賀
博
士
・
戸
水
博
士
限

定
追
加
版
）
――
ロ
ー
マ
法
・
法
制
史
学
者
著
作
目
録
選
（
第
九
輯
）
―
』

…
…
…
（
吉
原
丈
司
と
共
編
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
刊
）

（
付C

D
-R

om

版
）

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
年
）

『
リ
ー
ガ
ル
・
マ
キ
シ
ム
―
現
代
に
生
き
る
法
の
名
言
・
格
言
』

…
…
…
三
修
社
（
西
山
敏
夫
、
松
嶋
隆
弘
と
共
編
、
平
成
二
十
五
（
二

〇
一
三
）
年
一
月
十
日
刊
）

三
　
論
説
・
資
料
そ
の
他

昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年

「
永
久
告
示
録
　E

dictum
P

erpetuum

」
の
再
構
成
に
つ
い
て
（
一
）
―

訴
訟
告
示
と
訴
訟
方
式
―

…
…
『
法
学
論
叢
』
第
一
〇
四
巻
第
二
号（
十
一
月
刊
）二
八
―
五
五
頁

昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年

「
永
久
告
示
録
　E

dictum
Perpetuum

」
の
再
構
成
に
つ
い
て
（
二
）
―
訴

訟
告
示
と
訴
訟
方
式
―

…
…
…
『
法
学
論
叢
』
第
一
〇
四
巻
第
六
号
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
刊
）

六
十
一
―
七
十
七
頁
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9－ 吉原達也先生略歴及び主要業績

〈
報
告
〉「
永
久
告
示
録
に
つ
い
て
」

法
制
史
学
会
第
一
九
一
回
近
畿
部
会
（
昭
和
五
十
四
年
六
月
十
七
日
）

於
京
都
大
学
楽
友
会
館

「
永
久
告
示
録
　E

dictum
Perupetuum

」
の
再
構
成
に
つ
い
て
（
三
）
・

完
―
訴
訟
告
示
と
訴
訟
方
式
―

…
…
…
『
法
学
論
叢
』
第
一
〇
六
巻
第
一
号
（
昭
和
五
十
四
年
十
月
刊
）

三
十
四
―
六
十
五
頁

〈
報
告
〉
「
ロ
ー
マ
法
学
史
に
お
け
る
『
永
久
告
示
録

E
d

ictu
m

Perpetuum

』
に
つ
い
て
」、
法
制
史
学
会
第
二
十
七
回
研
究
大
会
（
昭
和

五
十
四
年
十
月
月
十
三
〜
十
四
日
）
於
大
阪
市
立
大
学

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年

〈
書
評
〉
岩
井
経
男
「
ル
ブ
リ
ウ
ス
法

L
ex

R
ubria

de
G

allia
C

isalpina

に
つ
い
て
―
ロ
ー
マ
共
和
制
末
期
の
都
市
裁
判
権
―
」（
文
経
論
叢
〈
弘

前
大
学
人
文
学
部
〉
第
十
四
巻
第
四
号
史
学
篇
Ⅸ
）

…
…
…
『
法
制
史
研
究
』
三
〇
〈
一
九
八
〇
〉（
昭
和
五
十
六
年
三
月

三
十
日
刊
）
三
七
七
―
三
七
九
頁

古
典
期
ロ
ー
マ
の
不
確
定
訴
訟
フ
ォ
ル
メ
ル
の
性
格
に
つ
い
て
（
一
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
五
巻
第
二
号
（
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
刊
）

八
十
七
―
一
一
五
頁

昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年

古
典
期
ロ
ー
マ
の
不
確
定
訴
訟
フ
ォ
ル
メ
ル
の
性
格
に
つ
い
て
（
二
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
五
巻
第
三
・
四
合
併
号
（
昭
和
五
十
七
年
三

月
刊
）
二
一
七
―
二
三
七
頁

昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年

L
ex

R
u

b
ria

d
e

G
allia

C
isalp

in
a

に
つ
い
て
（
一
）
―E

d
ictu

m

Perpetuum

再
構
成
と
の
関
連
で
―

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
七
巻
第
一
号
（
昭
和
五
十
八
年
七
月
刊
）
八

十
七
―
一
一
二
頁

L
ex

R
u

b
ria

d
e

G
allia

C
isalp

in
a

に
つ
い
て
（
二
）
―E

d
ictu

m

Perpetuum

再
構
成
と
の
関
連
で
―

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
七
巻
第
二
号
（
昭
和
五
十
八
年
九
月
刊
）
十

三
―
三
十
四
頁

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年

L
ex

R
ubria

de
G

allia
C

isalpina

に
つ
い
て
（
三
・
完
）
―E

dictum

Perpetuum

再
構
成
と
の
関
連
で
―

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
七
巻
第
四
号
（
昭
和
五
十
九
年
三
月
刊
）
七

十
一
―
九
十
六
頁

〈
辞
典
項
目
〉
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
・
ロ
ー
マ
法
大
全
　
『
今
日
か
ら
い
か

せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め
の
ザ
・
カ
ル
チ
ュ
ア
バ
ン
ク
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
五
日
刊
）
所
収

D
.39,2.

に
お
け
る
未
発
生
損
害
（dam

num
infectum

）
に
つ
い
て

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
八
巻
第
二
・
三
合
併
号
（
昭
和
五
十
九
年
十
二

月
刊
）
二
十
三
―
五
十
六
頁

〈
訳
〉
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
学
説
彙
纂
第
三
九
巻
邦
訳
第
二
章
未
発
生

損
害
に
つ
い
て
、
お
よ
び
廂
お
よ
び
張
り
出
し
に
つ
い
て
（
一
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
八
巻
第
二
・
三
合
併
号
（
昭
和
五
十
九
年
十
二
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月
刊
）
一
二
一
―
一
三
三
頁

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年

〈
訳
〉
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
学
説
彙
纂
第
三
九
巻
邦
訳
第
二
章
未
発
生

損
害
に
つ
い
て
、
お
よ
び
廂
お
よ
び
張
り
出
し
に
つ
い
て
（
二
）
・
完

…
…
『
広
島
法
学
』
第
八
巻
第
四
号
（
三
月
刊
）
一
三
五
―
一
四
八
頁

ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス：
ク
ィ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
市
民
法
註
解
第
三
七
巻

…
『
広
島
法
学
』
第
九
巻
第
一
号
（
昭
和
六
十
年
七
月
刊
）
一
―
二
二
頁

〈
訳
〉
ハ
ン
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ン
グ
「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
既
判
力
の
主
観

的
範
囲
」（
瀧
澤
栄
治
と
共
訳
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
九
巻
第
二
号
（
昭
和
六
十
年
九
月
刊
）
九
五

―
一
〇
九
頁

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
古
代
学
―
モ
ム
ゼ
ン
批
判
を
め
ぐ
っ
て
―

…
…
…
…
…『
広
島
法
学
』
第
十
巻
第
四
号
（
昭
和
六
十
二
年
三
月
刊
）

〈
編
〉「
上
山
安
敏
先
生
著
作
目
録
」（
平
田
公
夫
と
共
編
）
上
山
安
敏
先

生
還
暦
記
念

…
…
…
『
ド
イ
ツ
近
代
の
意
識
と
社
会
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
二
十
五
日
刊
）
私
家
版
四
二
九
―
四
三
六
頁

〈
訳
〉
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ー
イ
ン
グ
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
法
典
編
纂
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
法
論
議
―
近
代
私
法
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
基

礎
―
」（
初
宿
正
典
と
共
訳
）

…
…
…
『
ド
イ
ツ
近
代
の
意
識
と
社
会
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
二
十
五
日
刊
）
一
九
〇
―
二
〇
六
頁

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年

〈
他
〉
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
『
母
権
論
』（
家
族
法
今
昔
）

…
…
…
…
…
…
『
戸
籍
時
報
』（
日
本
加
除
出
版
）
二
月
号
二
―
三
頁

ロ
ー
マ
法
源
学
説
の
一
問
題
点
―
Ｄ．

ネ
ル
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
十
一
巻
第
三
・
四
合
併
号
（
昭
和
六
十
三
年
三

月
刊
）
三
〇
七
―
三
二
八
頁

〈
訳
〉
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ク
リ
フ
ォ
「
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
ロ
ー
マ
法
的
伝

統
の
意
義
」（
西
村
重
雄
と
共
訳
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
十
二
巻
第
二
号
（
昭
和
六
十
三
年
十
月
刊
）

六
一
―
七
七
頁

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年

〈
訳
〉
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
リ
ー
デ
ル
『
市
民
社
会
の
概
念
史
』
第
一
章
市

民
社
会
（
山
根
共
行
と
共
訳
）
河
上
倫
逸
・
常
俊
宗
三
郎
編
訳

…
…
…
『
市
民
社
会
の
概
念
史
』（
以
文
社
、
平
成
二
年
三
月
二
十
日

刊
）
一
一
―
一
三
五
頁

〈
書
評
〉
原
田
俊
彦
「vitae

necisque
potestas

と
『
家
裁
判
』」（『
早
稲

田
法
学
』
第
六
三
巻
第
三
号
）

…
…
…
『
法
制
史
研
究
』
三
九
〈
一
九
八
九
〉（
平
成
二
年
三
月
三
十

日
刊
）
三
五
五
―
三
五
七
頁

〈
他
〉
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
』
を
読
む
（
開
か
れ
た
学
問
八
　
今

法
学
部
で
は
）

…
…
…
…『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
二
八
〇
号
（
平
成
二
年
四
月
九
日
）

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
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〈
辞
典
項
目
〉
杉
村
敏
正
・
天
野
　
和
夫
編
『
新
法
学
辞
典
』
ロ
ー
マ
法

関
係
項
目
執
筆
（
ア
ク
テ
ィ
オ
、
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
、
引
用
法
、
ウ

ル
ピ
ア
ヌ
ス
、
永
久
告
示
録
、
オ
ス
ト
ラ
キ
モ
ス
、
ガ
イ
ウ
ス
、
解
答
権
、

学
説
彙
纂
、
ケ
ル
ス
ス
、
楔
形
文
字
法
、
告
示
、
古
代
法
史
論
、
サ
ビ
ヌ

ス
、
市
民
法
、
十
二
表
法
、
新
勅
法
、
ソ
ロ
ン
、
ソ
ロ
ン
の
立
法
、
勅
法
、

勅
法
彙
纂
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
二
世
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
、
特
示
命
令
、

ド
ラ
コ
ン
法
典
、
ト
リ
ボ
ニ
ア
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
、
バ
シ
リ
カ
、
ハ
ム
ラ

ビ
法
典
、
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
、
万
民
法
、
プ
ロ
ク
ル
ス
、
ヘ
ブ
ラ
イ
法
、
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
法
、
法
学
提
要
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
、
名
誉
法
、
モ
デ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
、
ユ
リ
ス
・
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
、

リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
、
ロ
ー
マ
古
典
法
、
ロ
ー
マ
卑
俗
法
、
ロ
ー
マ
法
大
全
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
評
論
社
（
平
成
三
年
二
月
二
十
八
日
刊
）

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年

〈
訳
〉

Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
「
女
権
制
に
つ
い
て
」（
平
田
公
夫
、

春
山
清
純
と
共
訳
）

…
…
…
『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
四
十
一
巻
第
三
号
（
平
成
四
年

二
月
刊
）
一
七
七
―
二
〇
八
頁

〈
報
告
〉
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
』
に
お
け
る
自
然
法
観
（
平
成
四

年
四
月
三
日
法
制
史
学
会
第
四
十
四
回
総
会
、
於
慶
応
義
塾
大
学
）。
報

告
要
旨

…
…
…
『
法
制
史
研
究
』
四
三
〈
一
九
九
三
〉（
平
成
六
年
三
月
三
十

日
刊
、
五
一
一
―
五
一
二
頁
）。

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年

〈
他
〉
幻
の
本
「
母
権
制
」
翻
訳
（
ひ
と
　
立
ち
話
）

…
…
…
…
…
…
…『
中
国
新
聞
』（
広
島
）
一
月
五
日
号
（
五
版
社
会
二
）

〈
他
〉
自
著
を
語
る
「
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
』」

…
…
…
『
広
大
フ
オ
ー
ラ
ム
』（
広
島
大
学
）
第
二
十
五
期
第
五
・
六

号
（
通
巻
第
三
一
〇
号
、
三
月
一
日
刊
）

〈
報
告
〉
Ｃ
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
信
託
遺
贈
論
に
つ
い
て
（
平
成
六
年
十

月
一
日
法
制
史
学
会
第
四
二
回
研
究
大
会
、
於
島
根
大
学
。
報
告
要
旨

…
…
…
『
法
制
史
研
究
』
四
五
〈
一
九
九
五
〉（
平
成
八
年
三
月
三
十

日
刊
）
三
七
四
、
三
七
五
頁
。

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年

〈
他
〉『
母
権
制
』
翻
訳
記

…
…
…
『
津
高
同
窓
会
報
』（
津
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局
）
第
三
十

三
号
（
一
月
一
日
刊
）

〈
書
評
〉
熊
丸
光
男
「L

ex
P

orcia

とexilium

」
佐
藤
篤
士
先
生
還
暦
記

念
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
歴
史
に
お
け
る
法
の
諸
相
』（
敬
文
堂
）

…
…
…
『
法
制
史
研
究
』
四
五
〈
一
九
九
五
〉（
平
成
八
年
三
月
三
十

日
刊
）
二
九
二
、
二
九
三
頁

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年

〈
辞
典
項
目
〉
比
較
家
族
史
学
会
編
『
事
典
　
家
族
』
項
目
執
筆
（「
家
族

観
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
家
族
観
」
中
、
１
古
典
古
代
の
家
族
観
、
２
中

世
の
家
族
観
）

…
…
（
弘
文
堂
、
平
成
九
年
二
月
二
十
八
日
刊
）
一
五
四
―
一
五
六
頁

キ
ケ
ロ
の
弁
論
術
教
科
書
―
『
構
想
論
』
《
弁
論
の
諸
部
分
》
覚
書
―
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（
一
）

…
『
広
島
法
学
』
第
二
十
巻
第
三
号
（
二
月
刊
）
二
三
七
―
二
五
四
頁

キ
ケ
ロ
の
弁
論
術
教
科
書
―
『
構
想
論
』
《
弁
論
の
諸
部
分
》
覚
書
―

（
二
・
完
）

…
『
広
島
法
学
』
第
二
十
巻
第
四
号
（
三
月
刊
）
一
六
五
―
一
八
二
頁

キ
ケ
ロ
の
弁
論
術
教
科
書
と
法
廷
弁
論
―
『
構
想
論
』
と
『
ク
ィ
ン
テ
ィ

ウ
ス
弁
護
術
』
を
素
材
と
し
て
―
　
研
究
代
表
者：

植
松
秀
雄
『
法
と
レ

ト
リ
ッ
ク
―
そ
の
歴
史
・
理
論
・
応
用
―
』

…
…
…
（
平
成
五
年
度
〜
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究

（
Ａ
）（
二
）〉
研
究
成
果
報
告
書
、
三
月
刊
）
一
三
―
二
五
頁

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年

〈
他
〉
自
著
を
語
る
「
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ベ
ー
ル
『
死
刑
制
度
の
歴
史
』」

…
…
…
『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
広
島
大
学
）
第
三
十
期
第
三
号
（
通

巻
第
三
四
六
号
、
十
月
一
日
刊
）

キ
ケ
ロ
の
弁
論
術
教
科
書
―
『
構
想
論
』
に
お
け
る
論
証
の
ト
ポ
ス
と
共

通
ト
ポ
ス

…
…
…
植
松
秀
雄
編
『
埋
も
れ
て
い
た
術
・
レ
ト
リ
ッ
ク
』（
レ
ト
リ

ッ
ク
研
究
会
叢
書
五
、
木
鐸
社
、
平
成
十
年
十
二
月
一
日
刊
）

八
三
―
一
〇
八
頁

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年

〈
書
評
〉
岡
道
男
訳
『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
八
　
哲
学
一
』（
岩
波
書
店
）

…
…
…
『
週
刊
読
書
人
』
第
二
三
〇
〇
号
（
平
成
十
一
年
九
月
三
日

〈
金
〉
第
四
面
）

西
欧
的
家
族
観
の
諸
相
―
家
族
の
比
較
史
の
た
め
に
―

…
…
…
中
川
淳
編
『
家
族
論
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
第
八
章
、
世
界
思

想
社
、
平
成
十
一
年
十
二
月
十
月
刊
）
一
〇
二
―
一
一
五
頁
。

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年

何
人
も
自
己
自
ら
占
有
の
性
質
を
変
更
す
る
こ
と
を
得
ず

…
…
…
西
村
重
雄
・
児
玉
寛
編
『
日
本
民
法
典
と
西
欧
法
伝
統
―
日
本

民
法
典
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
』（
九
州
大
学
出
版
会
、

平
成
十
二
年
二
月
二
十
九
日
刊
）
二
七
五
―
二
九
七
頁
。

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年

〈
他
〉
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
（
イ
タ
リ
ア
）（
研
究
者
が
見
た
世
界
の
大
学
と
街
①
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
中
國
新
聞
』
九
月
四
日

キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
学
の
範
例
（exem

pla

）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
十
五
巻
第
二
号
（
平
成
十
三
年
十
一
月
刊
）

二
五
七
―
二
六
三
頁

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年

『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
へ
』（A

d
H

erennium

）
第
三
巻
に
お
け
る
「
記
憶
」

（m
em

oria

）
に
つ
い
て

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
十
五
巻
第
四
号
（
平
成
十
四
年
三
月
刊
）

一
―
二
二
頁

キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』
と
ロ
ー
マ
法
学
（
一
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
十
六
巻
第
二
号
（
平
成
十
四
年
十
一
月
刊
）

一
―
二
〇
頁

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
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キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』
と
ロ
ー
マ
法
学
（
二
）

…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
十
六
巻
第
三
号
（
平
成
十
五
年
一
月
刊
）

三
三
―
五
三
頁

〈
書
評
〉
葛
西
康
徳
　
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
『
紛
争
』
に
対
す
る
対

応
の
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
―peithom

ai/peitho

を
手
掛
か
り
と
し
て

…
…
…
法
制
史
研
究
第
五
二
号
〈
二
〇
〇
二
〉（
平
成
十
五
年
三
月
三

十
日
刊
）
三
〇
四
頁

〈
報
告
〉
ロ
ー
マ
法
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
――
現
状
と
課
題
――

…
…
…
法
制
史
学
会
第
五
十
一
回
研
究
大
会（
二
〇
〇
三
年
十
月
五
日
）

於
名
城
大
学
、
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
Ｉ
Ｔ
時
代
の
法
史
学

の
一
と
し
て
。
報
告
要
旨
法
制
史
研
究
五
四
〈
二
〇
〇
四
〉

（
平
成
十
七
年
三
月
刊
）
二
八
八
―
二
九
一
頁

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
』
と
ロ
ー
マ
養
子
法
の
一
側
面

…
…
…
『
法
政
研
究
』
第
七
十
巻
第
四
号
（
菅
教
授
・
西
村
〈
重
雄
〉

教
授
還
暦
祝
賀
論
文
集
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
刊
）
五
〇
三

―
五
二
四
頁

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年

〈
他
〉『
広
島
法
科
大
学
院
論
集
』
の
刊
行
に
よ
せ
て

…
…
…
広
島
法
科
大
学
院
論
集
創
刊
号
（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
刊
）

〈
他
〉
十
二
世
紀
の
法
学
教
育
が
求
め
た
も
の
―
広
島
大
学
（
法
学
部
生

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
十
七
）

…
…
…
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
五
十
巻
第
八
号
（
通
巻
第
六
〇
八
号
、

平
成
十
七
年
七
月
十
二
日
刊
）

〈
他
〉
は
し
が
き

…
…
…
『
現
代
民
事
法
改
革
の
動
向
Ⅱ
　
広
島
大
学
公
開
講
座
』（
成

文
堂
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
刊
）

〈
他
〉
献
呈
の
こ
と
ば

…
…
…
広
島
法
学
第
二
十
九
巻
第
二
号（
水
上
千
之
先
生
退
職
記
念
号
、

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
刊
）

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
制
』
に
お
け
る
法
の
諸
相

…
…
…
広
島
法
学
第
二
十
九
巻
第
二
号
（
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日

刊
）
一
四
五
―
一
六
八
頁

〈
訳
〉
Th
・
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
『
結
合
術
』
と
法
律
学
的

事
例
」

…
…
…
広
島
法
学
第
二
十
九
巻
第
三
号（
平
成
十
八
年
一
月
三
十
日
刊
）

一
〇
六
―
九
二
頁

〈
他
〉
法
学
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
法
学
へ
の
招
待
」（
法
学
部
長
・

法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
）

…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
大
学
法
学
部
Ｈ
Ｐ
（
二
〇
〇
六
年
七
月
一
日
）

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
お
け
る
神
話
・
伝
説
・
歴
史
―
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝

承
』
を
め
ぐ
っ
て
―

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
一
巻
第
四
号
（
高
橋
弘
先
生
退
職
記
念
号
、

平
成
二
十
年
三
月
二
十
日
刊
）
一
六
七
―
一
九
〇
頁

〈
書
評
〉
芹
沢
　
悟
「A

lf.D
.19,2,31

に
お
け
る
『
所
有
権
移
転
』
と
事
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例
提
示
に
つ
い
て
」（『
亜
細
亜
法
学
』
第
四
〇
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）、

同
「
用
益
権
に
関
す
る
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
法
的
判
断
」（
同
第
四
一
巻
二
号
、

二
〇
〇
七
年
）

…
…
…
法
制
史
研
究
五
七
〈
二
〇
〇
七
〉（
平
成
二
十
年
三
月
三
十
日

刊
）
三
九
六
―
三
九
九
頁

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
神
話
解
釈
『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
』
を
手
掛
か
り
に

し
て…

…
…
広
島
法
学
第
三
十
二
巻
第
一
号（
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
刊
）

一
―
二
一
頁

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年

〈
資
料
〉

千
賀
鶴
太
郎
博
士
述
『
羅
馬
法
講
義
』（
一
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
二
巻
第
三
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一

日
刊
）
一
一
七
―
一
五
六
頁

〈
資
料
〉

千
賀
鶴
太
郎
博
士
述
『
羅
馬
法
講
義
』（
二
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
二
巻
第
四
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
日

刊
）
一
六
〇
―
一
七
八
頁

〈
書
評
〉
伊
藤
雅
之
「
古
代
ロ
ー
マ
の
対
外
ク
リ
エ
ン
テ
ラ
――
パ
ト
ロ
キ

ニ
ウ
ム
か
ら
見
る
共
和
政
末
期
か
ら
元
首
政
初
期
の
対
外
政
策
」

…
…
…
法
制
史
研
究
五
八
〈
二
〇
〇
八
〉（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十

日
刊
）
四
〇
四
―
四
〇
八
頁

〈
資
料
〉

千
賀
鶴
太
郎
博
士
述
『
羅
馬
法
講
義
』（
三
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
三
巻
第
一
号
（
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

刊
）
四
三
―
六
四
頁

〈
資
料
〉

千
賀
鶴
太
郎
博
士
述
『
羅
馬
法
講
義
』（
四
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
三
巻
第
二
号
（
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

刊
）
一
一
九
―
一
三
六
頁

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年

〈
資
料
〉

千
賀
鶴
太
郎
博
士
述
『
羅
馬
法
講
義
』（
五
・
完
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
三
巻
第
三
号
（
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
二

日
刊
）
一
〇
二
―
一
二
八
頁

〈
訳
〉

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
『
学
説
彙
纂
』
第
二
十
巻
邦
訳
（
一
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
三
巻
第
四
号
（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
一

日
刊
）
一
六
三
―
一
七
九
頁

〈
書
評
〉
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
マ
ン
テ
／
田
中
実
・
瀧
澤
栄
治
訳
『
ロ
ー
マ
法

の
歴
史
』

…
…
…
法
制
史
研
究
五
九
〈
二
〇
〇
九
〉（
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

日
刊
）
三
五
一
―
三
六
〇
頁

〈
報
告
〉
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
法
の
実
践
的
再
構
成
―
法
廷
弁
論
再
現
の

た
め
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
上
の
諸
問
題
―
（
葛
西
康
徳
と
共
同
報
告
）

…
…
…
法
制
史
学
会
第
六
十
二
回
総
会（
二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
九
日
）

於
東
北
大
学
　
報
告
要
旨
法
制
史
研
究
六
一
〈
二
〇
一
一
〉

（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
刊
）
三
八
五
―
三
八
六
頁

〈
訳
〉

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
『
学
説
彙
纂
』
第
二
十
巻
邦
訳
（
二
・

完
）…

…
…
広
島
法
学
第
三
十
四
巻
第
一
号
（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日

刊
）
一
六
三
―
一
七
九
頁
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15－ 吉原達也先生略歴及び主要業績

〈
訳
〉

キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
四
巻
第
二
号
（
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九

日
刊
）
九
二
―
六
六
頁

平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年

〈
訳
〉

キ
ケ
ロ
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』（
一
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
四
巻
第
四
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日

刊
）
一
四
八
―
一
三
五
頁

〈
訳
〉

キ
ケ
ロ
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』（
二
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
五
巻
第
一
号
（
平
成
二
十
三
年
六
月
）
一
〇

六
―
九
一
頁

「
何
人
も
自
己
自
ら
占
有
の
性
質
を
変
更
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
ロ

ー
マ
法
準
則
・
再
考
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
法
』
に
お
け
る
占
有
概
念
を

め
ぐ
っ
て
―

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
五
巻
第
二
号
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八

日
刊
）
一
―
二
五
頁

〈
訳
〉

キ
ケ
ロ
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』（
三
・
完
）

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
五
巻
第
二
号
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八

日
刊
）
六
六
―
五
二
頁

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年

〈
訳
〉
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
『
学
説
彙
纂
』
第
四
十
八
巻
第
五
章
姦
通

処
罰
に
関
す
る
ユ
リ
ウ
ム
法
註
解
邦
訳

…
…
…
広
島
法
学
第
三
十
五
巻
第
三
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

刊
）
二
五
―
四
三
頁

〈
書
評
〉「G
eo

rg
e

M
o

u
so

u
rak

is,
Iu

s
civ

ile
in

artem
red

ig
ere:

A
uthority,

M
ethod

and
A

rgum
ent

in
R

om
an

L
egal

Science

（『
西
洋

古
代
史
研
究
』A

cta
A

cadem
icae

A
ntiqauitatis

K
iotoniensis

）9

」

…
…
…
法
制
史
研
究
六
一
〈
二
〇
一
一
〉（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

日
刊
）、
三
四
五
―
三
四
七
頁

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年

『
リ
ー
ガ
ル
・
マ
キ
シ
ム
―
現
代
に
生
き
る
法
の
名
言
・
格
言
』

…
…
…
三
修
社
（
西
山
敏
夫
、
松
嶋
隆
弘
と
共
編
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年

一
月
十
日
刊
）「
法
は
善
お
よ
び
衡
平
の
術
で
あ
る
。」
ほ
か
、
八
十
三
項
目
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